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―Foreword―
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―分子から個体レベルに至る病態解明と創薬を目指して―
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脳は，ヒトの行動や感情を司る重要な器官であ

り，その機能障害は種々の脳疾患としてわれわれの

生活に多大な影響を与える．多くの脳疾患におい

て，その発症メカニズムの詳細は依然として不明で

ある．結果として，各疾患を完全に治癒する医薬品

の完成には至っていない．このような薬物の創生

（創薬）を可能にするためには，まず，脳の構造と

機能を十分に理解する必要がある．われわれは，脳

疾患の発症メカニズムを分子から個体のレベルに至

るまで徹底的に解明していくことこそが，脳本来の

構造と機能の理解，そして将来的な創薬につながる

と考える．

日本薬学会第 130 年会において企画されたシンポ

ジウム「若手薬理学者による脳疾患への挑戦―分子

から個体レベルに至る病態解明と創薬を目指して

―」では，分子生物学的手法から個体動物までを利

用して新規病態モデルを開発し，その応用によって

最新の知見を獲得しつつある若手薬理学研究者にご

講演頂いた．講演対象となった脳疾患は演題順に，

てんかん（東大院薬・小山隆太），アルツハイマー

病（京都薬大・高田和幸先生），脳虚血（東北大院

薬・塩田倫史先生），精神疾患（ジョンズホプキン

ス大医，名大院医，名城大院薬・丹羽美苗先生），

そしてパーキンソン病（京大院薬・泉 安彦）であ

り，発症メカニズムの解明が期待される重要な脳疾

患の多くをカバーした．

本稿では，講演内容に基づいた誌上シンポジウム

として，高田先生にはアルツハイマー病モデル動物

を利用した，アミロイド b タンパク質の神経細胞

に対する影響の研究に関して，そして塩田先生には

脳虚血モデル動物を利用した，脳虚血による神経細

胞死における恒常的活性型カルシニューリンの機能

的役割の研究に関して，最新の研究成果を執筆して

頂いた．なお，オーガナイザーである泉は，パーキ

ンソン病におけるドパミンニューロン死への内在性

ドパミンの寄与についての研究成果をまとめさせて

頂いた．また，本誌上シンポジウムではご紹介して

いないが，年会の講演では，丹羽先生には「発達期

大脳皮質における DISC1 の役割：ドパミン作動性

神経系異常に伴う成熟期行動変化について」という

タイトルで，精神疾患感受性遺伝子である Dis-

rupted-in-Schizophrenia-1（DISC1）の生後脳形成

の発達や成熟期の高次脳機能への関与についてご口

演頂いた．なお，オーガナイザーである小山は「熱

性けいれん後の脱分極性 GABAA 受容体シグナリ

ングによるてんかん脳の異所性神経回路の形成」と

いうタイトルで，熱性けいれんモデル動物を利用し

たてんかん原生獲得メカニズムの研究について発表

させて頂いた．

薬学領域において，脳疾患は非常に重要な研究課

題であり，その研究成果の社会的意義も大きい．脳
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疾患の克服のためには，優れた脳疾患モデルを有す

る脳科学研究者と様々な分野の薬学研究者のコラボ

レーションによる将来的な創薬が必須であり，本誌

上シンポジウムがその一助となれば幸いである．


